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安全に食事介助を
するための介助方法 
～誤嚥、窒息にならないために～

訪問歯科診療・施設指導のご案内
身体の不自由な方、寝たきりの方で、歯科医院に通院できない方のために、高松市歯科医師会では会員
の協力により、訪問歯科診療を行っています。また、介護施設での口腔衛生指導もお受けします。いずれ
のご相談も下記の電話番号までご連絡ください。

①かかりつけの歯科医をお持ちの方はまずそちらへご相談下さい。
②かかりつけの歯科医が訪問できない場合、高松市歯科医師会にご相談ください。

※訪問歯科診療はすべての治療ができるも
のではありませんので、お口の中の症状、
お体の症状を歯科医師にご相談下さい。

高松市歯科医師会 会長挨拶
　「もぐもぐ施設だより」も節目の20号を発行させていただくこととなりました。今号では「食事介助の基本姿勢」と題しまして、食事姿勢のポイントについ
て解説しています。食事の姿勢が崩れていると飲み込みがうまくいかず誤嚥の原因となり、むせなどから誤嚥性肺炎につながる可能性があります。また食事
量の減少や食べこぼしを防ぐためにも、介助時の参考としていただければ幸いに思っております。
　高松市歯科医師会ではオーラルフレイル予防や口腔ケアセミナーの実施などさまざまな活動を行っております。今後も市民の皆様が健康にすごせるため
のサポートさせていただければと考えております。

公益社団法人高松市歯科医師会会長　今城 広治
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休日・夜間の救急歯科治療や身障者の歯科診療も行っています。
高松市歯科救急医療センターへご連絡ください。

お問い合わせ・診療のご予約は

ホームページはこちらから▶

※気象警報、災害警報の発令中は休診になることもあります。受診の際はTELにてご確認をしてください。※本事業は高松市の補助を受けて実施されています。◯診療しています
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高松市長挨拶
       「口は健康の入り口」と言われており、歯や口腔のケアは、口の中を清潔に保つだけでなく全身の健康と深く関わっております。
　さて、今回のテーマは、「安全に食事介助をするための介助方法～誤嚥、窒息にならないために～となっておりまして、特に
要介護高齢者においては、食事の際に正しい食事姿勢を保つことや、正しい食事介助を実施することは、誤嚥性肺炎の予防に
も繋がるものであり、介護予防という観点からも重要とされているところでございます。
　また、本市におきましては、高松市歯科医師会の御協力の下、高齢者居場所づくり事業、介護予防教室などを通じて、口腔機
能のセルフチェックやお口の体操等を実施しておりまして、口腔機能が低下する「オーラルフレイル」の予防等の啓発に取り組
んでいるところでございます。
　市民の皆様には、本紙の情報などを十分に活用いただき、健康の保持・増進に取り組まれますようお願い申しあげます。

高松市長　大西 秀人
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●食事介助の基本姿勢について
・ベッドの場合・座位、車椅子の場合



食事介助の基本姿勢 姿勢が崩れていると飲み込みがうまくいかず
誤嚥（むせる）してしまう可能性が高くなります

次回は「安全に食事介助をするための介助方法」vol.21次回は「安全に食事介助をするための介助方法」vol.21 介助方法編

基本姿勢編

座位、車椅子の場合

❽テーブルとの距離は
　食べ物を取りやすい
　くらい、こぶしひとつ
　分が目安

❾足だけではなく
　腕も安定させる
　ことで食べやすく
　なる

❻テーブルの高さは肘を着いたときに90度になるくらいが目安（みぞおち位）
❼上半身がリラックスしていること、体が硬くなり緊張してないか

❶まず寝ている状態で左右にズレていたり、体が傾いていないか確認
❷すべらないように下肢の付け根までクッション等でしっかりサポート

❹足底を土踏まずあたりを中心にして
　力が入るようにサポート
❺上半身をギャッチアップで起こし、
　ずれ込まないように骨盤をサポート

❻横に倒れてしまう
　ときは傾く方向を
　サポート

❹顎が上がらないように、
　無理に前傾させる必要
　はない
　立って介助はしない

❺足の裏がしっかり
　踏ん張れるように
　(足底接地)

❶椅子には深く腰掛け正しく座る
❷股関節、膝関節、足関節が全て90度の状態に近づくように
❸背中、足、お尻などをクッションなどでサポートしていく

❽姿勢を作ったらリラックスできるように背中や下肢などの圧抜きをしっかり行う

90度
90度

クッション

❼首は必要に応じてサポートし、顎が上を
　向かないように、下顎と鎖骨の間が
　指４本くらいのスペースになるのが理想

❸ギャッチアップして
　ずれ込む時は上半身
　からではなく
　足から上げる

❶下肢側から
　上げていく

❷次に背中側
　を上げる

自力摂食 介助摂食 拘縮麻痺など

指4本分の幅

こぶし1つ分

ベッドの場合

❾ギャッチアップの一つの目安
　は自力摂食は90度、介助摂食
　は60度、拘縮麻痺などがある
　場合は30度程度(折れ目の所
　にお尻がくるとより落ち着く)      90度 60度 30度


